
豊富町

第5次

これが豊富町の

ミッションです！



introduct ion はじめに

私 たちのまち  豊富 町

北海道最北端のほど近くにある、私たちが暮らす豊富町。

人口4，000人弱のちいさな町ですが、

無数の星が広がる広大な大自然、

希少な動植物が生息するサロベツ湿原をはじめ、

世界にも誇る油分を含んだ珍しい温泉、

広大な自然の中で育てられた牛とその牛乳、

豊かな森林資源と水産資源などの自然環境を中心に

まちの魅力や価値は、無数の可能性を秘めています。

この恵まれた自然とまち、そして、ここで暮らすみんなは、

私たちの誇りであり、これからも大切にしていく宝となっています。

この第５次豊富町まちづくり計画は、社会情勢が変化していく中においても、

これらのまちの魅力を活かしながら、将来に向かって町民がともに手を取り、

まちづくりを進めていくための計画です。

第５次 豊富町まちづくり計画　P01-P02
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第５次 豊富町まちづくり計画　P03-P04

introduct ion はじめに

酪農の新規就農者が
継続的に入っており、
美味しいとよとみ牛乳は
全国で愛されています

人と人のつながりが
大切にされ、地域内に
さまざまなコミュニティが

生まれています

稚咲内漁港では
養殖による新しい産業が
確立し、まちの新たな
特産品が生まれています

天然ガスの利用が進み、
クリーンエネルギー※が
まちの自慢になっています

支え合いの仕組みによって、
障がい者や高齢者など

だれもが安心して暮らすことが
できるまちになっています

高齢者がまちで
元気に活躍し、

豊富町を支えています 地域医療が充実し、
まちにいながらも
安心して暮らす
ことができます

就学前から小中高まで、
切れ目のない支援の
仕組みができています

みんなが
あいさつでつながり、
笑顔で生活しています

地元の
ファームレストラン※では
とよとみ牛乳など

地元食材を使った料理を
食べることができます

豊富温泉は町民の
元気で健康な暮らし、

町外からのヘルスツーリズム※に
活かされています

サロベツ湿原の
研究環境が整備され、
世界からの注目を
集めています

湯治客の移住・
定住が進み、それぞれ
特技やスキルを活かして

まちづくりに
参画しています

ファミリーサポート制度※

などにより、子育てしやすい
まちづくりが進んでいます

地域の中で
困りごとや課題を解決する
共生※のまちづくりが
進んでいます

木質バイオマス※の
取組が普及し、

木材の地材地消※が
進んでいます

世界にも
誇るべき温泉を求めて、

国内・海外からたくさんの人が
湯治に訪れています

私たちはこんなまちにしたい
～町民が描く未来の豊富町の姿

私たちが暮らす豊富町には、たくさんの魅力や資源があります。

その価値をみんなが認識することで、さらに魅力は増し、価値が高まり、

まちの可能性もさらに広がっていきます。

いまある資源、隠れた可能性、いま住んでいる人、豊富町を訪れる人、

これらを活かして、私たちは、こんなまちを自分たちでつくっていきます。

※ここでは審議会で出された町民が考えるこんなまちにしたいという未来のさまざまなシーンを示しています。
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